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医師免許取得と同時に、産業医資格（永久資格）を取得できる唯一の医科大学

　働く人の健康と環境に医学の目でアプローチする
産業医は、産業の発展と活性化を支える意味から
も、21世紀において極めて重要な役割を担っていま
す。産業医科大学では、医学を産業社会の中でより深
く、より広い視野から考えることができる、人間性豊
かな産業医を養成します。
　産業医を養成する本学の教育課程は、一般の医学
部同様の一般教育、基礎医学、臨床医学の教育に加
えて、１年次から６年次にかけて一貫した産業医学
教育が行われます。さらに、卒業直後に、「産業医学
総合実習」（10時間）を受講することにより、卒業生は
医師免許取得と同時に企業の事業場に産業医として
選任される資格※を取得することができます。

＜カリキュラム構成の特色＞
　医師にふさわしい人間力・基礎力の養成から産業
医としての専門力・実践力の修得まで高い目標を掲
げて学びを積む6年間。

　1年次からの基礎医学教育の実施により、医学へ
の動機づけを早期から行うとともに、3年次の研究室
配属により、研究意欲も育成していきます。また、従来
型の一般教育を改革した医学的色彩の濃い総合教
育を実施します。総合教育セミナーにより、自主学習
の動機づけおよび対話型教育を行います。さらに1年
次から6年次まで、系統的な産業医学教育を実施し、
これを基本方針としたさまざまな科目での講義や実
習を行い、通常の医学教育はもとより、本学の目的で
ある産業医学の振興と優れた産業医の養成につな
げています。また、2019（平成31）年度入学者より医
学部は新カリキュラムに移行しました。

※労働安全衛生法により、産業医として選任されるためには、労働者の健康
管理等を行うのに必要な医学に関する知識について一定の要件を備えたも
のでなくてはならないとされています。本学の医学部教育課程および産業医
学総合実習の修了はこの一定の要件として国から認められています。

【学費・奨学金等】  医学部の学生全員に貸与される
修学資金貸与制度により、学費負担を大幅に軽減し
ます。また、特待生制度と授業料減免制度もあります。
その他、各種奨学金も取り扱っています。

2次

1 次

学力検査

小論文・面接

『数学Ⅰ・数学Ａ』および『数学Ⅱ・数学Ｂ』
「物理」、「化学」、「生物」、「地学」から1科目
『英語』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』から1科目

『国語』
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」、
「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」、『倫理、政治・経済』　 から1科目

数 　 学
理 科
外 国 語

国 語
地理歴史
公 民

「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「数学Ａ」、「数学Ｂ」
「数学B」については、「数列、ベクトル」とする

「物理」、「化学」、「生物」から2科目
物理は「物理基礎」と「物理」、化学は「化学基礎」と「化学」、生物は「生物基礎」と「生物」を併せた範囲から出題

「コミュニケーション英語Ⅰ」、「コミュニケーション英語Ⅱ」、「コミュニケーション英語Ⅲ」、
「英語表現Ⅰ」、「英語表現Ⅱ」

数 学

理 科

外国語

第1次・2次学力検査合格者のみ、小論文（120分間）・面接（1人約20分間）

3月24日(水)
　　 ・
3月25日(木)

12月16日(水)
　　  ・
12月17日(木)

2021年1月4日(月)～
　　　  1月22日(金)

2020年11月1日(日)～
　　　  11月7日(土)

3月12日(金)
2月14日(日)

1月16日(土)・1月17日(日)
大学入学共通テスト利用

3月19日(金)

2月26日(金)

志願者が募集人員の40倍を超えた
場合には第一段階選抜を行う

学
力
検
査

試験区分 出願期間募集人員 入学手続期間試　験　日 合格発表試験会場

試験区分 試験科目 科　目　内　容

北九州・東京

大学入学共通テスト
会場

本学

12月2日(水) 12月11日(金)本学

一
般
選
抜

一般選抜 約85名

学校推薦型
選抜

20名
以内

1次

2次

（学校推薦型選抜 20名以内）2021年度入試日程　医学部／医学科［募集人員105名］

2021年度入試科目 

https://www.uoeh-u.ac.jp/

TEL：093（691）7295（直通）

〒807-8555 
福岡県北九州市八幡西区医生ヶ丘１-１

1978（昭和53）年1月 
学校法人産業医科大学を設立
1978（昭和53）年4月 
産業医科大学を開設
1979（昭和54）年7月 
大学病院診療を開始
1984（昭和59）年4月 
産業医科大学大学院を開設
2011（平成23）年4月 
産業医科大学若松病院開院

大学案内配布中（無料）。
学生募集要項（無料）。送料本学負担。
テレメールをご利用ください。
9月から配布開始。
インターネット出願のみです。
11月からテストサイト開始予定。

産業医科大学病院／産業医科大学若松病院

福岡空港～博多………地下鉄で約10分
博多～折尾……………ＪＲで約45分　
小倉～折尾……………ＪＲで約20分
ＪＲ折尾駅から………バスで約10分 
ＪＲ折尾駅から………タクシーで約5分
北九州空港～大学……エアポートバス（直行便）で約80分 
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●

入試事務室

学校見学・進学相談学校見学・進学相談学校見学・進学相談

オープンキャンパス、学校見学、
進学相談会の詳細については、
ホームページをご確認ください。

学校推薦
型選抜

一般選抜

※学校推薦型選抜の科目内容については、巻末のデータ集ページをご覧ください。

（消印有効）

※詳細は、本学ホームページまたは、要項等で
　ご確認ください。
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